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６
月
28
日
、
市
防
災
会
議
（
会
長
・
多
々
見

良
三
市
長
、
25
人
）
を
開
催
。「
市
地
域
防

災
計
画
（
原
子
力
発
電
所
防
災
計
画
編
）
暫

定
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
委

員
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
計
画
は
、
平
成
24
年
３
月
に
国
が
示
し

た
防
災
指
針
の
見
直
し
の
考
え
方
（
中
間
報

告
）
お
よ
び
府
の
「
原
子
力
発
電
所
防
災
対

策
暫
定
計
画
（
高
浜
及
び
大
飯
発
電
所
編
）

（
23
年
５
月
策
定
、
24
年
３
月
修
正
）」
を
踏

ま
え
、
現
行
の
「
市
地
域
防
災
計
画
原
子
力

発
電
所
防
災
計
画
編
（
昭
和
56
年
９
月
策
定
、

平
成
21
年
３
月
修
正
）」
の
全
面
改
訂
ま
で
の

『
暫
定
計
画
』
と
し
て
、
現
行
の
計
画
を
生
か

し
た
上
で
、
別
途
、
策
定
し
た
も
の
で
す
。

《
今
後
の
予
定
》

　

今
後
、
国
に
お
い
て
予
定
さ
れ
て
い
る
原

子
力
規
制
委
員
会
の
発
足
、
原
子
力
災
害
対

策
特
別
措
置
法
の
改
正
、
防
災
指
針
の
見
直

し
を
受
け
て
、
現
行
の
計
画
の
全
面
改
訂
を

行
う
予
定
で
す
。

▪
防
災
対
策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き
地
域

の
範
囲
な
ど
（
表
①
参
照
）

❖
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
予
防
的
防
護
措
置
を
準
備
す
る

区
域
）
…
原
子
力
発
電
所
か
ら
概
ね
５
㌔
㍍

の
範
囲

❖
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る

区
域
）
…
原
子
力
発
電
所
か
ら
概
ね
30
㌔
㍍

の
範
囲

❖
対
象
と
す
る
原
子
力
発
電
所
…
関
西
電
力

㈱
高
浜
発
電
所
お
よ
び
大
飯
発
電
所

▪
避
難
等
体
制
の
整
備

❖
避
難
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

（
図
①
参
照
）

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
（
自
治
会
な
ど
）
で

小
学
校
区
ご
と
に
指
定
し
た
避
難
時
集
結
場

所
（
30
か
所
＝
４
㌻
表
②
参
照
）
へ
段
階
的

に
集
結
し
、
集
団
で
避
難

②
バ
ス
等
の
車
両
に
よ
る
避
難
。
要
配
慮
者

の
避
難
な
ど
特
別
に
必
要
な
場
合
に
限
り
、

自
家
用
車
で
の
避
難
も
考
慮
。
事
故
の
状
況

に
応
じ
て
、
船
舶
、
鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
段
階
的
に
避
難
を

地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
発
電
所
防
災
計
画
編
）

『
暫
定
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た

市
防
災
会
議
で
承
認

暫
定
計
画
の
概
要

の
活
用
も
考
慮

③
避
難
時
集
結
場
所
お
よ
び
避
難

先
に
お
け
る
避
難
者
の
把
握
体
制

を
整
備

④
必
要
に
応
じ
避
難
時
集
結
場
所

へ
の
移
動
に
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の

配
車
を
検
討

⑤
避
難
先
は
府
と
亀
岡
市
以
南
の

表① 防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲

PAZ（原子力発電所から概ね５㌔㍍の範囲）
発電所 対象地域 人口
高浜

発電所 松尾、杉山 83 人

UPZ（原子力発電所から概ね 30㌔㍍の範囲）
発電所 対象地域 人口
高浜

発電所 舞鶴市域全域 88,869 人

大飯
発電所

東地区全域、西地区
［旧町（西吉原第一、
西吉原第二、西吉原
第三、東吉原第一、
東吉原第二、東吉原
第三、東吉原第四）、
四所（白杉）、中筋（万
願寺、伊佐津川荘苑、
菖蒲台）、池内、余内］

62,987 人

高浜発電所の PAZ・UPZ と大飯発電所の UPZ

図① 避難のイメージ

▪
行
政
機
能
の
維
持

❖
市
域
外
へ
避
難
し
た
場
合
の
行
政
体
制
…

市
災
害
対
策
本
部
→
①
行
政
対
策
チ
ー
ム

②
復
興
対
策
チ
ー
ム
③
避
難
者
支
援
チ
ー
ム

❖
住
民
基
本
台
帳
な
ど
各
種
デ
ー
タ
の
整
備

保
存
お
よ
び
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備

▪
そ
の
他

　
そ
の
ほ
か
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
、
暫
定

計
画
で
定
め
て
い
ま
す
。

❖
防
災
関
係
機
関
の
処
理
す
べ
き
事
務
ま
た

は
業
務
の
大
綱
❖
活
動
体
制
の
整
備
❖
環
境

放
射
線
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
整
備
❖
被

ば
く
医
療
体
制
の
整
備
❖
広
域
的
連
携
体
制

の
整
備
❖
風
評
被
害
の
影
響
の
軽
減
❖
水
資

源
対
策
❖
家
庭
動
物
等
の
対
策

▪
情
報
の
収
集
・
連
絡
体
制
、
住
民
な
ど
へ

の
情
報
伝
達
（
図
②
参
照
）

❖
情
報
の
収
集
・
連
絡
体
制
…
情
報
の
収
集

お
よ
び
連
絡
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
国
、
府
、

関
西
電
力
㈱
、
防
災
関
係
機
関
な
ど
と
の
情

報
連
絡
体
制
を
整
備

市
町
で
調
整
し
て
い
る
が
、
府
域
以
外
へ
の

避
難
も
含
め
、
府
を
通
じ
て
関
西
広
域
連
合

と
調
整

❖
住
民
な
ど
へ
の
情
報
伝
達
…
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）、
携
帯
電
話
（
メ
ー
ル
）、
防
災
行
政
無

線
、
広
報
車
な
ど
あ
ら
ゆ
る
伝
達
手
段
を
活

用
し
、
的
確
か
つ
迅
速
に
住
民
な
ど
へ
指
示

伝
達

【これまでの考え方】
防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲

（ＥＰＺ：Emergency Planning Zone）

▪区域の内容　限られた時間を有効に活用し、周辺住民などの被ばくを低減するための
防護措置を短期間に効率良く行うために、あらかじめ異常事態の発生を仮定し、施設の
特性などを踏まえて、その影響のおよぶ可能性のある範囲を技術的見地から十分な余裕
を持たせつつ定めた区域
▪区域の範囲の目安　原子力施設から概ね 10㌔㍍の範囲

【新たな考え方】
予防的防護措置を準備する区域

（ＰＡＺ :Precautionary Action Zone）
▪区域の内容　重篤な確定的影響などを回避するため、緊急事態区分に基づき、直ちに避難を
実施するなど、放射性物質の環境への放出前の予防的防護措置（避難など）を準備する区域
▪区域の範囲の当面の目安　原子力施設から概ね５㌔㍍の範囲

緊急時防護措置を準備する区域
（ＵＰＺ :Urgent Protective action planning Zone）
▪区域の内容　国際基準等に従って、確率的影響を実行可能な限り回避するため、環境モニ
タリング等の結果を踏まえた運用上の介入レベル（OIL）、緊急時活動レベル（EAL）等に
基づき、避難、屋内退避、安定ヨウ素剤の予防服用等を準備する区域
▪区域の範囲の当面の目安　原子力施設から概ね 30㌔㍍の範囲 ※いずれも人口は平成 24 年４月１日現在

市民・事業所など

自治会長

重大なトラブルの発生時や原子力防災体制発令時の情報伝達のフロー図

舞鶴市
※情報を受けた場合、直ちに設置

事故対策本部

災害対策本部

ラジオ テレビ ホームページ メール 防災行政無線 広報車 消防署 消防団 警察署 有線放送 自主防災組織 その他の手段

関西電力㈱
高浜発電所

関西電力㈱
大飯発電所

※その他あらゆる情報伝達手段を検討

　図② 原子力発電所において重大なトラブルが発生した場合の情報伝達のフロー図

B グループ

避難者
の把握

避
難
先
（
府
内
外
）

要配慮者
（高齢者や障害者など）

○○自治会、○○自治会
A グループ

○○自治会、○○自治会

○○自治会、○○自治会
C グループ

小学校区

自家用車・タクシーなど自家用車・タクシーなど

遠距離や要配慮者は
バス・タクシーなども活用（　　　　　）

遠距離や要配慮者は
バス・タクシーなども活用（　　　　　）

遠距離や要配慮者は
バス・タクシーなども活用（　　　　　）

避
難
時
集
結
場
所

※自家用車の使用は要配慮者の避難など、特別に必要な場合に限る

避難者
の把握

※
事
故
の
状
況
に
応
じ
て
、
原
子
力
発
電
所
か

ら
10
㌔
㍍
ま
で
の
避
難
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

計
画
に
準
じ
て
、
市
内
の
避
難
先
も
考
慮

第１段階　徒歩

第２段階　徒歩

第３段階　徒歩

バス

事故の状況に応じて
バス船舶バス

港

鉄道バス バス
駅

港

駅

段階的に集結


